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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】各種計測において、計測値や計算結果を見損じ
たり、勘違いすることなどによって生じやすい判断ミス
を未然防止することができる超音波診断装置を提供す
る。
【解決手段】被検体内に超音波を送波し被検体内で反射
して戻ってきた超音波を受信して受信信号を得、受信信
号に基づいて被検体内の画像を表示する超音波診断装置
において、受信信号に基づいて被検体内の機能を計測す
る機能計測手段と、機能計測手段による計測値を表示す
る計測値表示手段とを備え、計測値表示手段は、計測値
とともに、計測値の、標準値から外れている程度の指標
を表示する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】被検体内に超音波を送波し被検体内で反射
して戻ってきた超音波を受信して受信信号を得、該受信
信号に基づいて被検体内の画像を表示する超音波診断装
置において、
前記受信信号に基づいて被検体内の機能を計測する機能
計測手段と、
前記機能計測手段による計測値を表示する計測値表示手
段とを備え、
前記計測値表示手段は、前記計測値とともに、該計測値
の、標準値から外れている程度の指標を表示するもので
あることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】前記機能計測手段は、表示された被検体内
の画像の所定の部位を手操作に応じて特定する部位特定
手段を有し、該部位特定手段により特定された部位の大
きさ、角度又は速度を求めるとともに、求めた大きさ、
角度又は速度を用いた演算により被検体内の機能を計測
するものであることを特徴とする請求項１記載の超音波
診断装置。
【請求項３】被検者の属性又は寸法に対応した前記標準
値と該標準値からの許容量とを記憶する記憶手段と、
被検者の属性又は寸法を取得して、前記記憶手段から、
該被検者の属性又は寸法に応じた前記標準値および前記
許容量を読み出すとともに、読み出した該標準値および
該許容量に基づいて前記機能計測手段に表示された計測
値の、該標準値から外れている程度の指標を求める演算
手段とを備え、
前記計測値表示手段は、前記計測値とともに前記演算手
段で求められた前記指標を表示するものであることを特
徴とする請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項４】前記演算手段は、前記標準値に前記許容量
を加減して得た第１の許容範囲と、前記標準値に前記許
容量よりも少ない量を加減して得た第２の許容範囲とを
求めるとともに、前記計測値が前記第１および第２の許
容範囲の何れに属するかを選別することにより、該計測
値の、該標準値から外れている程度の指標を得るもので
あることを特徴とする請求項３記載の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、人体内部組織へ超
音波を送受することにより得られた受信信号に基づいて
内部組織の状態をあらわす画像を表示する超音波診断装
置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、超音波を用いて人体内部組織の状
態を計測する方法には、パルス超音波波を用いる方法と
連続波超音波を用いる方法とがある。パルス超音波を用
いる方法は、超音波パルスを人体内部に送波し、反射超
音波を受信して人体内部の形態を画像表示するもので、
反射超音波の振幅を輝度表示するＢモード法、運動する
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反射源の時間的変化を表示するＭモード法などがある。
連続波超音波を用いる方法は、連続波超音波を反射源に
送波しドプラ効果を活用して血流などの計測を行うもの
であり、例えば血管内を移動する血球など（目標物）に
超音波が当たると、反射超音波はドプラ効果によって高
い周波数にシフトしたり低い周波数にシフトするので、
シフトした周波数を求めることにより、血流速度、方向
などを計測するもので、連続波ドプラ法がある。連続波
ドプラ法は、振動子を送信専用と受信専用とに分けて超
音波連続波の送波と反射超音波の受波とを同時に行な
う。
【０００３】しかし、この連続波ドプラ法は、血流の深
さが特定できないので、深さも特定する必要がある血流
の計測には、パルスドプラ法が用いられる。パルスドプ
ラ法は、同一の振動子を用いて超音波バースト波の送波
と反射超音波の受波とを交互に繰り返し行ない、送波し
てから受波するまでの時間はターゲットの深さに比例す
ることから、送波後所定時間経過したときの信号をサン
プリングし、そのドプラ偏移した周波数から、ある深さ
に特定した血流速度などを計測するものである。
【０００４】超音波診断装置は、人体組織の所定部位の
大きさや血流状態を計測したり、内部組織の各種機能を
あらわす計測値を求めるために、送波する超音波の種類
を切り替えたり、送波する探触子を取り換えることによ
り上述の各種の方法を組み合わせて診断することができ
るように構成されている。
【０００５】図１は、超音波診断装置を用いる循環器計
測のうち、例えば左室機能をＡｒｅａ－ｌｅｎｇｔｈ法
／Ｂモード楕円近似法で計測するフローの一例を示す図
である。
【０００６】図１において、計測方法（ＡＬ－Ｅ；左室
機能をＡｒｅａ－ｌｅｎｇｔｈ法／Ｂモード楕円近似法
で計測する）が選択されると（Ｓ－１）、内部組織の輪
郭をトレースして特定したり位置を特定するキャリパマ
ーク１０や計測項目１１が表示されるので（Ｓ－２）、
キャリパマークを移動させるトラックボール（図示せ
ず）を操作してキャリパマーク１０を左室拡張末期像１
２に移動してセットすると、カーソル１３が計測項目１
１（ＥＤＡ）を表示する（Ｓ－３）。キャリパマーク１
０を楕円の長軸１４および短軸１５にそれぞれ設定する
と、それぞれの計測値である左室拡張末期面積（ＥＤ
Ａ）、左室拡張末期長軸径（ＥＤＬ）、左室拡張末期短
軸径（ＥＤＳ）、左室拡張末期容積（ＥＤＶ）が画面に
表示される。次に、トラックボールを操作してキャリパ
マーク１０を左室収縮末期像に移動してセットすると、
カーソル１３が計測項目１１（ＥＳＡ）を表示する。キ
ャリパマーク１０を楕円の長軸および短軸にそれぞれ設
定すると、それぞれの計測値である左室収縮末期面積
（ＥＳＡ）、左室収縮末期長軸径（ＥＳＬ）、左室収縮
末期短軸径（ＥＳＳ）、左室収縮末期容積（ＥＳＶ）が
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画面に表示される（Ｓ－４）。
【０００７】全計測項目が終了すると（Ｓ－５）、計測
値に基づいて１回の拍出量（ＳＶ）が計算され、心拍数
（ＨＲ）が入力されると、心拍出量（ＣＯ）、駆出率
（ＥＦ）がそれぞれ計算され（Ｓ－６）、計算結果が表
示されると（Ｓ－７）、計測が終了する（Ｓ－８）。な
お、計測終了後に、全計測結果を一覧表示させたり、計
測結果をメモリに保存しておくこともできる。
【０００８】図２は、心臓の計測結果一覧を模式的に一
例として示す図である。
【０００９】図２に示す計測結果一覧には、被検者の識
別番号（ＩＤ）、性別（ＳＥＸ）、年齢（ＡＧＥ）が表
示され、その下に、各計測方法による計測・計算値、例
えばＡｒｅａ－ｌｅｎｇｔｈ法（計測・計算値１）、Ｓ
ＩＭＰＳＯＮ法（計測・計算値２）、ＧＩＢＳＯＮ法
（計測・計算値３）、大動脈弁計測（計測・計算値４）
による計測・計算値がそれぞれ表示されている。
【００１０】しかしながら、計測の都度表示される計測
値や、計算結果は、被検者の性別、年齢、寸法などによ
って許容される範囲をあらわす標準値が相異する上、患
者の症状に応じて、計測すべき計測項目や計測方法が多
岐にわたっている。したがって、表示された数値によっ
て被検者の状態を判断する際に、見損じや、勘違いによ
る、判断ミスが生じる恐れがある。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】本発明は、上記事情に
鑑み、各種計測において、計測値や計算結果を見損じた
り、勘違いすることなどによって生じやすい判断ミスを
未然防止することができる超音波診断装置を提供するこ
とを目的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成する本発
明の超音波診断装置は、被検体内に超音波を送波し被検
体内で反射して戻ってきた超音波を受信して受信信号を
得、該受信信号に基づいて被検体内の画像を表示する超
音波診断装置において、上記受信信号に基づいて被検体
内の機能を計測する機能計測手段と、上記機能計測手段
による計測値を表示する計測値表示手段とを備え、上記
計測値表示手段は、上記計測値とともに該計測値の、標
準値から外れている程度の指標を表示するものであるこ
とを特徴とする。
【００１３】このように、計測結果が数値で表示される
とともに、標準値と比較した指標が表示されるので計測
値の見損じや見誤り、あるいは勘違いによる判断ミスを
防ぐことができる。
【００１４】ここで、上記機能計測手段は、表示された
被検体内の画像の所定の部位を手操作に応じて特定する
部位特定手段を有し、該部位特定手段により特定された
部位の大きさ、角度又は速度を求めるとともに、求めた
大きさ、角度又は速度を用いた演算により被検体内の機
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能を計測するものであることが好ましく、また被検体内
の表示画像を動画像から静止画像に変更するタイミング
信号が入力されるインタフェースを備え、上記部位特定
手段は、上記タイミング信号により表示された静止画像
に基づいて上記所定の部位を特定するものであってもよ
い。
【００１５】計測すべき画像を自動静止させることがで
きるとともに、それらの画像に基づいて、簡単な操作で
被検体内の機能を計測することができる。
【００１６】また、被検者の属性又は寸法に対応した上
記標準値と該標準値からの許容量とを記憶する記憶手段
と、被検者の属性又は寸法を取得して、上記記憶手段か
ら、該被検者の属性又は寸法に応じた上記標準値および
上記許容量を読み出すとともに、読み出した該標準値お
よび該許容量に基づいて上記機能計測手段に表示された
計測値の、該標準値から外れている程度の指標を求める
演算手段とを備え、上記計測値表示手段は、上記計測値
とともに上記演算手段により求められた上記指標を表示
するものであることが好ましい。
【００１７】このように、被検者の属性又は寸法毎に標
準値とその許容量がメモリに記憶され、必要の都度必要
な標準値とその許容量が読み出されて指標が演算処理さ
れるので、高速度で指標を表示させることができる。
【００１８】さらに、上記演算手段は、上記標準値に上
記許容量を加減して得た第１の許容範囲と、上記標準値
に上記許容量よりも少ない量を加減して得た第２の許容
範囲とを求めるとともに、上記計測値が上記第１および
第２の許容範囲の何れに属するかを選別することによ
り、該計測値の、該標準値から外れている程度の指標を
得るものであることも好ましい態様である。
【００１９】このように許容範囲を２つに区分すれば、
きめの細かい指標を求めることができる。
【００２０】
【発明の実施の形態】以下、本発明の超音波診断装置の
実施形態について説明する。
【００２１】図３は、本実施形態の超音波診断装置を示
す概略構成図である。
【００２２】図３に示す超音波診断装置は、トリガパル
スを送信する送信制御部２３と、トリガパルスを増幅し
たパルス信号を送信する送信回路２１と、パルス信号に
励振された超音波を被検体内に送波し被検体内で反射し
て戻ってきた超音波を受信して受信信号を得るプローブ
２０と、受信信号を増幅する受信回路２２と、増幅され
た受信信号に所定の処理を施す受信制御部２４と、受信
制御部２４で処理が施された受信信号を画像処理して表
示部に各モードに応じた画像を表示させる表示制御部２
５と、表示制御部２５で画像処理された受信信号を画像
表示する表示部２７と、ＣＰＵ３０を介して各制御部に
所定のコマンドを与えるキーボード（ＫＥＹ）２８と、
表示部２７に表示されたキャリパマークを所定の位置に
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移動させ、表示された画像の部位を特定するトラックボ
ール２９と、ＫＥＹ２８から入力された信号やトラック
ボール１９からの情報に基づいて割り込むＣＰＵ３０に
割り込み要求を掛けるＫＥＹ制御部２６と、被検体内の
機能の標準値および許容値や実行プログラムを記憶する
メモリ３１と、各制御部の動作をプログラムに基づいて
調整したり、所定の演算を行なうＣＰＵ３０と、ＣＰＵ
３０と各制御部との間をつなぎ各種信号を送受するＣＰ
Ｕ  ＢＵＳ３０ａとを備えている。さらに、超音波診断
装置には、心電図を計測する心電ユニット３２をＣＰＵ
  ＢＵＳ３０ａに接続するインタフェース３０ｂがあ
り、表示部２７に表示された、例えば左心室の断層像を
拡張末期もしくは収縮末期における静止画像を表示させ
る所定のタイミング信号をその心電ユニット３２から得
ることができる。
【００２３】ここで、本発明の機能計測手段は、本実施
形態のトラックボール２９、ＣＰＵ３０、表示制御部２
５、および表示部２７が相当し、本発明の計測値表示手
段は、本実施形態のＣＰＵ３０、表示制御部２５、およ
び表示部２７が相当する。また、本発明の、指標を演算
する演算手段は、本実施形態のＣＰＵ３０が相当する。
【００２４】本実施形態では、心電ユニット３２がイン
タフェース３０ｂを介して接続され、心電図のＲ波、Ｑ
波又はＴ波による信号が入力され、心室拡張末期、ある
いは収縮末期の静止画像が自動的に表示されるようにな
っているが、必ずしも心電ユニット３２を接続して静止
画像を表示させるタイミング信号を得る必要はなく、手
操作により静止画像を表示させてもよい。
【００２５】本実施形態の超音波診断装置を用いて被検
体内の機能を計測する場合は、先ずＫＥＹ２８から識別
番号（ＩＤ）、性別などの個人情報を入力すると共に、
計測種別、例えば左室機能計測を入力し、計測方法、例
えばＡｒｅａ－ｌｅｎｇｔｈ法を指定する。そして、表
示部２７に、例えば左心室のＢモード像を表示させ、計
測項目を、例えば拡張末期と特定することにより心電ユ
ニット３２からタイミング信号を得て左心室の断層像を
拡張末期像で静止させる。そしてトラックボール２９に
よってキャリパマークを移動させ、例えば楕円近似法を
用いて、キャリパマークで左心室の長軸と短軸とを設定
すると、ＣＰＵ３０は、ＫＥＹ制御部２８からのコマン
ドに基づいて長軸径と短軸径、左心室の拡張末期の面積
や容積などを求め、求めた結果を表示部２７に表示させ
る。楕円近似法に代えて、例えばトレース法を用いて、
キャリパマークで拡張末期像上に左心室の軌跡を描く
と、ＣＰＵ３０は、ＫＥＹ制御部２８からのコマンドに
基づいて面積を求めた後、長軸径、短軸径および容積を
求め、求めた結果を表示部２７に表示させることができ
る。
【００２６】全計測項目が終了すると、拍出量などが算
出され、求めた結果と算出された結果とからなる計測値
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が表示部２７に表示される。なお、心拍数はＫＥＹから
入力してもよい。
【００２７】次に、ＣＰＵ３０は、ＫＥＹ２８から入力
された被検者の属性又は寸法に基づいてメモリ３１のＰ
ＲＯＭに記憶されている、被検体内の機能の標準をあら
わす標準値とその標準値からの許容量とを読み出すと共
に、読み出した標準値および許容量から許容範囲を求
め、その許容範囲と計測値とを比較して、その計測値
の、標準値から外れている程度の指標を求め、求めた指
標を表示部２７に表示させる。
【００２８】ここで、ＫＥＹ２８から入力された被検者
の属性又は寸法には、識別番号（ＩＤ）、性別、年齢、
身長、体重が含まれている。またＰＲＯＭには、それら
の属性又は寸法に対応した標準値と、その標準値から許
容される程度をあらわす許容量とが記憶されている。
【００２９】本実施形態では、ＣＰＵは、標準値に許容
量を加減して得た第１の許容範囲と、標準値に許容量の
半量を加減して得た第２の許容範囲とを求めるととも
に、計測値が第１および第２の許容範囲の何れに属する
かを選別することにより、計測値の、標準値から外れて
いる程度の指標を求めているが、第２の許容範囲は必ず
しも標準値に許容量の半量を加減して得たもの限定する
必要はなく、許容量よりも少ない量を加減したものであ
ればよい。また、許容範囲は２つに限定する必要はな
く、３つ以上設けてもよい。
【００３０】ＣＰＵは、計測値のそれぞれが、第１の許
容範囲内に属するか、第２の許容範囲内に属するか、あ
るいは第１の許容範囲から外れているかの選別を行って
求めた指標を、一目でわかるようにグラフ化して表示部
に表示させる。
【００３１】図４は、メモリのＰＲＯＭに記憶されてい
る標準値テーブルの一例を示す模式図である。
【００３２】図４に示す標準値テーブルは、Ａｒｅａ－
ｌｅｎｇｔｈ法を用いて左室機能計測を行う場合に用い
る標準値とその許容量とが記憶されるメモリ構造を示す
ものであり、第１列目は計測項目が記憶され、第２列目
以降には、標準値と許容量とが性別・年齢・身長、例え
ば第２列目および第３列目には男性・４５歳未満・１７
０ｃｍ以下、例えば最右の２列には女性・５０歳超・１
５５ｃｍ超に対応させてそれぞれ記憶されている。標準
値は、第１行目から順に、ＥＤＡ（左室拡張末期面積）
が３０．０、ＥＤＬ（左室拡張末期長軸径）が６．５、
ＥＤＳ（左室拡張末期短軸径）が６．０、ＥＤＶ（左室
拡張末期容積）が１２３、ＥＳＡ（左室収縮末期面積）
が１１．８、ＥＳＬ（左室収縮末期長軸径）が５．０、
ＥＳＳ（左室拡張末期短軸径）が３．０、ＥＳＶ（左室
収縮末期容積）が２４、ＳＶ（１回拍出量）が９９、Ｈ
Ｒ（心拍数）が５５、ＣＯ（心拍出量）が５．５、ＥＦ
（駆出率）が７５に設定されている。
【００３３】図５は、計測値とともにその計測値の、標
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7
準値から外れている程度の指標をＣＰＵで求めるプロセ
スを示す模式図である。
【００３４】図５において、標準値とその許容量とは、
メモリのＰＲＯＭ領域に記憶されているので、ＣＰＵは
必要の都度、入力された属性又は寸法に基づいて必要な
標準値とその許容量とをそのＰＲＯＭから読み出し、ワ
ークＲＡＭ領域に一時記憶させる。そして、ワークＲＡ
Ｍ領域にすでに記憶されている計測値（一連の計測の結
果得られた計測値）とその読み出した標準値と許容量と
から求めた許容範囲とを比較して、標準値から外れてい
る程度の指標を含む結果一覧を作成する。結果一覧は、
表示制御部を介して表示部に表示されるとともに、ＭＯ
などの外部記憶媒体に記憶される。
【００３５】図６は、本実施形態の超音波診断装置を用
いて計測を行う場合のフローを示す図である。
【００３６】図６において、超音波診断装置の電源を投
入すると被検者情報入力画面が表示されるので（Ｓ－２
１）、表示される項目、例えばＩＤ（識別番号）、ＳＥ
Ｘ（性別）、ＡＧＥ（年齢）などにしたがってＫＥＹか
ら所定の情報を入力する（Ｓ－２２）。全項目にわたっ
て入力が終了したら（Ｓ－２３）、表示モードを選択
し、計測メニューを表示させて計測方法を選択する（Ｓ
－２４）。例えばＡＬ－Ｅ（左室機能計測をＡｒｅａ－
ｌｅｎｇｔｈ法／Ｂモード楕円近似法で行う）が選択さ
れると、内部組織の輪郭を特定したり所定の部位を特定
するキャリパマーク１０や計測項目（ＥＤＡ）１３が表
示される（Ｓ－２５）。トラックボールを操作してキャ
リパマーク１０を左室拡張末期像１２に移動してセット
すると、カーソルが計測項目（ＥＤＡ）１３を表示する
（Ｓ－２６）。キャリパマーク１０を楕円の長軸１４お
よび短軸１５にそれぞれ設定すると、それぞれの計測値
である左室拡張末期面積（ＥＤＡ）、計測値である左室
拡張末期長軸径（ＥＤＬ）、左室拡張末期短軸径（ＥＤ
Ｓ）、左室拡張末期容積（ＥＤＶ）が画面に表示される
（Ｓ－２７）。次に、トラックボールを操作してキャリ
パマークを左室収縮末期像に移動してセットすると、カ
ーソルが計測項目（ＥＳＡ）を表示する（Ｓ－２６）。
キャリパマークを楕円の長軸および短軸にそれぞれ設定
すると、それぞれの計測値である左室収縮末期面積（Ｅ
ＳＡ）、左室収縮末期長軸径（ＥＳＬ）、左室収縮末期
短軸径（ＥＳＳ）、左室収縮末期容積（ＥＳＶ）が画面
に表示される（Ｓ－２７）。このようにして全計測項目
が終了すると（Ｓ－２８）、計測値に基づいて所定の計
算がなされ、１回の拍出量（ＳＶ）、心拍数（ＨＲ）、
心拍出量（ＣＯ）、駆出率（ＥＦ）がそれぞれ計算され
（Ｓ－２９）、計算結果が表示される（Ｓ－３０）。こ
のとき、指標を表示させたい場合は、ＫＥＹから所定の
情報を入力すると（Ｓ－３１）、指標を表示させるため
の「自動解析」がなされ（Ｓ－３２）、所定の情報が入
力されないと一定時間後に計測を終了する（Ｓ－３
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３）。なお、このとき、全計測結果を一覧表示させた
り、計測結果をメモリに保存しておくこともできる。
【００３７】図７から図９は、本実施形態の超音波診断
装置を用いて計測を行う場合に「自動解析」が選択され
た場合に、計測値の指標を表示する処理フローを示す図
である。
【００３８】図７において、「自動解析」が選択される
と、入力された被検者の属性又は寸法に基づいて、性別
３５、年齢３６、身長３７の順に枝分かれしたツリー構
造のプログラム４０に沿って演算がなされ、図５に示し
た標準値テーブルの列が決定される。例えば、入力され
た被検者情報が、男性、４５歳未満、身長１７５ｃｍで
あると、標準値テーブルの第２列に記憶されている標準
値と、第３列に記憶されている許容量とが読み出され、
第１の許容範囲と第２の許容範囲とが求められてワーク
ＲＡＭ領域に一時記憶される。
【００３９】次に、求められた第１の許容範囲および第
２の許容範囲と、同じワークＲＡＭ領域に記憶されてい
る求められた計測値との比較（Ｂ）が行われる。先ず最
初の計測項目であるＥＤＡの計測値を第１の許容範囲と
比較４１し、第１の許容範囲から外れている場合には、
図８の③へ移行する。第１の許容範囲内の場合には、さ
らに第２の許容範囲と比較４２し、第２の許容範囲から
外れている場合には、図８の②へ移行し、第２の許容範
囲内の場合には、図８の①へ移行する。
【００４０】図８の①、②、および③へ移行した場合
は、例えば「自動解析」画面の計測項目ＥＤＡの欄のそ
れぞれ該当する位置に、①の場合は「○」を表示し、②
の場合には「△」を表示し、③の場合には「×」を表示
するとともに、「×」が表示された項目数をＮＧカウン
タでカウントする。以下、ＥＤＬ、ＥＤＳ、ＥＤＶ、Ｅ
ＳＡ、ＥＳＬ、ＥＳＳ、ＥＳＶなどの各計測項目につい
ても同様の比較がなされる。
【００４１】求められた計測値に対する比較（Ｂ）が終
了したら、次に、図７に示す算出された計測値（以下で
は計算値と呼ぶ。）に対する比較（Ｃ）を行う。
【００４２】計測項目であるＳＶの計算値を第１の許容
範囲と比較４３し、第１の許容範囲から外れている場合
には、図９の⑥へ移行する。第１の許容範囲内の場合に
はさらに第２の許容範囲と比較４４し、第２の許容範囲
から外れている場合には、図９の⑤へ移行し、第２の許
容範囲内の場合には、図９の④へ移行する。
【００４３】図９の④、⑤、および⑥へ移行した場合
は、例えば「自動解析」画面の計測項目ＳＶの欄のそれ
ぞれ該当する位置に、④の場合は「○」を表示し、⑤の
場合には「△」を表示し、⑥の場合には「×」を表示す
る。以下、ＨＲ、ＣＯ、ＥＦなどの各計測項目について
同様の比較がなされる。そして、全計測項目に対する標
準値との比較が終了したときに、計算値が「○」であっ
てＮＧカウンタのカウント数が「ゼロ」の場合には「自
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動解析」画面の解析結果表示エリアに「正常範囲です」
と表示する。計算値が「△」であってＮＧカウンタのカ
ウント数が「ゼロ」ではない場合には、「自動解析」画
面の解析結果表示エリアに「正常範囲内ですが、注意が
必要です」と表示し、計算値が×の場合には、「正常範
囲から外れています」と表示し、計測を終了する。
【００４４】図１０は、「自動解析」画面に表示される
解析結果の一例を示す図である。
【００４５】図１０に示すように、「自動解析」画面に
は、計測方法毎（例えばＡＲＥＡＬＥＮＧＴＨ）に、計
測項目とその計測値および計算値が数値で表示されると
ともに、第１の許容範囲および第２の許容範囲と比較し
た結果が「○」、「△」、「×」といった記号で表示さ
れるとともに、「○」領域（①）はグリーン、「△」領
域（②）はイエロ、「×」領域（③）はレッドで表示さ
れるので、計測値などを一目で把握することができる。
また、図示していないが、全計測項目に対する評価が、
例えば「正常範囲です」、「正常範囲内ですが、注意が
必要です」、「正常範囲から外れています」などと３段
階表示される。
【００４６】
【発明の効果】以上、説明したように、本発明の超音波
診断装置によれば、計測結果が数値で表示されるととも
に、標準値やその許容量と比較した指標がわかりやすく
表示されるので、見損じや見誤り、あるいは勘違いなど
による判断ミスを防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】循環器計測のうち、例えば左室機能をＡｒｅａ
－ｌｅｎｇｔｈ法／Ｂモード楕円近似法で計測するフロ
ーの一例を示す図である。
【図２】心臓の計測結果一覧を模式的に一例として示す
図である。
【図３】本実施形態の超音波診断装置を示す概略構成図
である。
【図４】ＣＰＵのＲＯＭに記憶されている標準値テーブ
ルの一例を示す模式図である。
【図５】計測値とともにその計測値の、標準値から外れ
ている程度の指標を演算するプロセスを示す模式図であ
る。
【図６】本実施形態の超音波診断装置を用いて計測を行*
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*う場合のフローを示す図である。
【図７】本実施形態の超音波診断装置を用いて計測を行
う場合に「自動解析」が選択された場合に、計測値の指
標を表示する処理フローを示す図である。
【図８】本実施形態の超音波診断装置を用いて計測を行
う場合に「自動解析」が選択された場合に、計測値の指
標を表示する処理フローを示す図である。
【図９】本実施形態の超音波診断装置を用いて計測を行
う場合に「自動解析」が選択された場合に、計測値の指
標を表示する処理フローを示す図である。
【図１０】「自動解析」画面に表示される解析結果の一
例を示す図である。
【符号の説明】
１０  キャリパマーク
１１  計測項目
１２  左室拡張末期像
１３  カーソル
１４  長軸
１５  短軸
２０  プローブ
２１  送信回路
２２  受信回路
２３  送信制御部
２４  受信制御部
２５  表示制御部
２７  表示部
２８  キーボード（ＫＥＹ）
２９  トラックボール
３０  ＣＰＵ
３０ａ  ＣＰＵ  ＢＵＳ
３０ｂ  インタフェース
３１  メモリ
３２  心電ユニット
３５  性別
３６  年齢
３７  身長
４０  ツリー構造のプログラム
４１，４３  第１の許容範囲と比較
４２，４４  第２の許容範囲と比較

【図５】
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/CH11 5B057/CH14 5B057/DA08 5B057/DA16 5B057/DB02 5B057/DC04 5B057/DC08 5L096/BA06 
5L096/BA13 5L096/CA24 5L096/DA01 5L096/FA06 5L096/FA59 4C601/KK42 4C601/KK44 4C601
/LL27

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供超声波检查仪，能够防止测量值的丢失和计算结果
以及容易因各种测量误解造成的判断错误。 ŽSOLUTION：在该超声波
检查中，超声波被发送到被检体内部，接收被检体反射后返回的超声
波，得到接收信号，根据接收信号显示被检体内的图像。超声波检查仪
包括：功能测量装置，用于根据接收信号测量对象中的功能;以及测量值
显示装置，用于显示功能测量装置的测量值。测量值显示装置从标准值
和测量值显示测量值的度变化指数。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/7cc22b41-0b47-40b2-871e-b8bec5b25639
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/029203944/publication/JP2003265479A?q=JP2003265479A

